
た。  

さらに、今回の患者体験から当事者である患者さんか

らの意見や要望を一層聞くことも必要であると今更なが

ら痛感した。 

 

２．本学会の 3つの課題と「連携・協働」そして福祉用

具・機器発展への更なる期待 

 日本生活支援工学会は 2000年 9月 11日に斉藤正男初

代会長の元に発足した。 

 本学会は発足以来、①生活支援工学の分野における専

門学術を追究する立場から社会との接点を追求すること 

②関連専門分野との連携を図ること③生活支援工学の学

術としての体系化を図ることの 3点を主要な課題として

取り組んできた。どれも十分とは言えないが、中でも「関

連専門分野との連携を図ること」では成果を挙げてきた

とはとても評価できない。 

 筆者はリハビリテーション・作業療法の立場から長年

「保健医療福祉工学建築等の連携と協働」をライフワー

クとしてきた。本会のほか日本作業療法士協会、日本リ

ハビリテーション工学協会、日本福祉のまちづくり学会

等福祉用具関連の会員として、人的・物的・情報等の共

有と連携を試行してきた。このところＩＣＦによる健

康・機能障害・活動・参加とその制限に関する共通概念

が普及してから、各界とも同一言語で話せるようになり、

大分楽にはなった。利用者を中心とした「連携と協働」

を各学会間でも一層進め、「より生活の質を高める福祉用

具の創造」により強力に取り組んでいく必要があると考

えて、2009年度から 2年間「非工学系初の会長」をつと

めた。今回の「患者体験」から、ユーザーとの「連携・

協働」を中心にした研究・開発が一層必要と改めて痛感

した。今後ともさらに積極的に生活支援工学の研究開発

に参加し、また関連学会や関連者・関係機関とのより緊

密な連携を模索し、さらには本学会としての情報発信や

提言に寄与できるよう、未来を担う会員達には是非頑張

って頂きたい。 

 

*1 筆者は「リハビリテーション」を「リハビリ」とは言

わず、「リハビリテーション」あるいは「リハ」と表現し

ており、これは当該専門職の多くも同様と承知している。

しかし、この度の入院で「ＰＴ・ＯＴのユーザー初体験」

において、そこにいる患者・病院関係者・家族等の全て

が「リハビリ」と表現しているのを確認した。さらにこ

こでいう「リハビリ」は「機能訓練」を指していること

も改めてわかった。そこで、患者の立場から、「リハビリ」

＝機能訓練の意味を受け入れることにした。 
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